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今、日本の家に求められていることは？みんなの“安心ライフ”意識調査
万が一に備えることの大切さを、日本中の人 が々痛切に感じることとなった2011年3月11日の東日本大震災。
住まいを建てる際に、どのような安全・安心対策を意識すれば良いのかを、
GLホームのお客様へのアンケートから探ってみました。

N＝90

Q2.安全・安心に住まうために、
　   どのようなことが重要ですか？
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Q3.東日本大震災前と比べて、
　   関心が高まったものは何ですか。N＝90
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“安心・安全に住まうために必要なもの”をテーマに質問したところ、約

70%もの方が「耐震性などの建物構造」と回答されました。万が一の時

に住まいが倒壊しないというのは、なによりも大きな安心だと言えそうです。

耐震性など建物のハード面を重視する人が多数！

東日本大震災の後に起きた、全国的な電力不足。毎日を安心して過ご

すためには、電力などのエネルギー確保が必要不可欠です。アンケート

からは、太陽光発電システムに注目している方が多いことがわかりました。

安心して暮らすためにはエネルギー確保が重要！

LIXILソーラーパネル

地震対策の新たな力となる次世代制震システム［GTSウォール］。
地震の振動エネルギーを壁内の粘弾性体によって吸収すること
で、大きな揺れを約30％軽減します。また、地震による建物の変位を
50%まで抑制。度重なる地震（余震）に効果を発揮します。

住まいの制震性を高める『GTSウォール』

快適をつくるアイデア満載の
「ララ♪カジ」ライフの家
▶▶▶詳しくはGLホームの
　　　「ララ♪カジ」HPへ ララカジ
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Q1.東日本大震災後、
　   安全・安心に住まうことへの
　   意識に変化はありましたか？N＝90

80%以上もの人が
「高まった」と回答！
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制震住宅の実物大振動実験の様子（加震中）

家庭用太陽光発電システムを取り付けて、電気を使うだけの生活
から電気を創る生活へ。リクシルソーラーのソーラーパネルは、発電
効率の高い“単結晶セル”を採用しています。電気代が節約できる
のはもちろん、あまった電気を電力会社に売電することもできます。

※地域により施工ができない場合がございます。
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